
NO.105 （2）日 高 市 議 会 だ よ り

橋
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令和元年第３回定例会審議結果
○・・賛成　　×・・反対

提
出
議
案
と

審
議
結
果

（
議
案
第
34
号
）

　

�

日
高
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正

に
伴
い
、
低
所
得
者
の
介
護
保
険

料
軽
減
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
令
和

元
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改

正
を
行
い
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
35
号
）

　

�

日
高
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

欠
員
と
な
っ
て
い
る
議
員
の
う

ち
か
ら
選
任
す
る
日
高
市
監
査
委

員
に
橋
本
利
弘
氏
を
選
任
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�
（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
議
案
第
36
号
）

　

�

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
大
川
戸
章
氏
を
推
薦

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
決
議
案
第
２
号
）

　

�

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の
建

設
に
対
す
る
反
対
決
議
に
つ
い

て

　

日
高
市
の
財
産
で
あ
る
日
和
田

山
や
巾
着
田
を
含
む
高
麗
地
域
の

景
観
や
周
辺
の
生
活
環
境
を
守
り
、

防
災
並
び
に
自
然
保
護
及
び
自
然

調
和
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
同
地
域
に
計
画
さ
れ
て

い
る
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の

建
設
に
対
し
反
対
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

�
（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

議
案
番
号

議員名

議案等の名称

審
議
結
果

絆の会 公明党 志正会 新政会 清風会 日政会 萩の会

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
共
産
党賛　
　

成

反　
　

対

大
澤　

博
行

和
田　

貴
弘

鈴
木　

健
夫

三
木　

伸
也

森
崎　

成
喜

橋
本　

利
弘

吉
本　

新
司

加
藤　

大
輔

大
川
戸
岩
夫

山
田　

一
繁

稲
浦　
　

巖

金
子　
　

博

田
中
ま
ど
か

松
尾
万
葉
香

齋
藤　

忠
芳

佐
藤　
　

真

第34号
日高市介護保険条例の一部を改正する
条例

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

第35号 日高市監査委員の選任について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 除

斥 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 14 0

第36号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

決議案
第２号

大規模太陽光発電施設の建設に対する
反対決議について

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 × 〇 × 〇 〇 〇 13 2

意見書案
第１号

太陽光発電施設の設置に対する法整備
等を求める意見書の提出について

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

請願
第２号

日米地位協定の抜本的見直しを求める
意見書に関する請願

不
採
択
× × × × × × × × × 議

長 × × 〇 〇 × 〇 3 12

　

決
議
案
第
２
号　

反
対
討
論

　

こ
の
決
議
案
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

事
業
者
の
名
前
ま
で
出
し
、
こ
こ

ま
で
踏
み
込
ん
だ
決
議
を
す
る
か

ら
に
は
、
議
会
と
し
て
デ
ー
タ
等

根
拠
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

こ
の
太
陽
光
発
電
施
設
は
民
間

同
士
の
契
約
に
基
づ
い
て
お
り
、

市
も
そ
れ
を
踏
ま
え
慎
重
に
条
例

制
定
に
向
け
動
い
て
い
る
。
こ
の

決
議
が
市
の
条
例
制
定
や
建
設
に

反
対
し
て
い
る
住
民
の
方
々
の
後

押
し
に
な
る
の
か
、
私
は
に
わ
か

に
判
断
で
き
な
い
。

　

３
月
議
会
、
今
議
会
で
こ
の
問

題
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
た
松

尾
議
員
、
佐
藤
議
員
や
私
に
何
の

打
診
も
な
く
こ
の
決
議
案
が
突
然

出
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
違
和
感

を
覚
え
る
。
も
っ
と
慎
重
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
で

す
ぐ
に
採
決
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
。

　

決
議
案
第
２
号　

賛
成
討
論

　

決
議
案
の
提
出
が
突
然
で
あ
る

こ
と
に
は
、
戸
惑
い
を
感
じ
る
が
、

早
急
に
決
議
を
す
る
こ
と
が
市
民

の
た
め
に
な
る
と
考
え
る
。 

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決
議
案

討　

論


